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24.0cm
一般断熱

C＝50

C=5.00

グラスウール高気密断熱工法
（一般高気密住宅仕様）

24.00cm

24.0cm
一般断熱

C＝50

C=0.54

　　スーパーウォール断熱工法
（黒須建設　ヴィラード仕様）

7.89cm

24.0cm
一般断熱

C＝50

C=1.90

アクアフォーム断熱工法
（黒須建設　ソワール・レクティール仕様）

14.81cm

※平成 11 年の次世代省エネ基準における高気密住宅の定義が北海道で 2.0c㎡ / ㎡、それ以外で 5.0c㎡ / ㎡とされています

 Ex) 延床 35 坪（115.5 ㎡）のとき

低 高相当隙間面積が小さいほど住宅の隙間が少ないことを表しています気
密

気
密

隙間を
少なくすることの

メリット無駄な熱損失を
少なくする

壁の中などの
結露を防止する

気密性比較

気密測定 全棟実施


